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１．はじめに
　ガラス製作は 5000 年程前の西アジアに起源を持
ち、紀元前 1 世紀中頃には地中海地域で吹き技法が
発明された。ガラス製品は交易を通して広範囲にも
たらされ、その技法は東西に伝播した。中央アジア
にガラスが流入したのは、アラビア半島で興ったイ
スラームの勢力が侵攻してからといわれている。こ
の地のイスラーム化とともに、西から新しい物質文
化がもたらされたが、その一つがガラスであった。
8 世紀後半からガラス器が普及したと考えられてい
る。
　筆者らはウズベキスタンの南部に位置するブハ
ラ・オアシスで出土するガラス遺物を調査する機会
を得たことから、中央アジアにおけるガラスの受容
と発展の解明を目的に 2016 年から海外調査を実施
している。特に、2023 年と 2025 年には公益財団法
人美術工芸振興佐藤基金より助成金を得て、対象地
域を広げて調査を行うことができた。本稿では
2023 ～ 2025 年に行った調査概要の一部を報告する。

研究の目的
　中央アジアにおけるガラス製品の調査研究は進ん
でおらず、生産や流通など不明な部分が多い。それ
は、ソ連邦時代から仏教遺跡などの古代遺跡の発掘
調査が大いに進められた一方、イスラーム期の遺跡
はあまり注目されず発掘事例が少ないためである。
また、ソビエト連邦時代の資料が言語的な問題など
から入手しづらく、発掘従事者のガラスに対する知
識不足や関心の薄さから出土していても報告がなさ
れていないことも考えられる。
　そこで本研究では、イスラームの時代になって初

めて中央アジアで取り入れられたガラスがブハラ・
オアシスでどのように受容され、在地の物質文化に
影響を与え、発展したのかを探り、中央アジアにお
けるガラス製造及び流通、交易などの実態を解明す
るために、考古学と文化財科学による学際的な調査
研究を実施している。

調査の経緯
　ブハラ・オアシスはウズベキスタン南部、アムダ
リヤ川とシルダリヤ川に挟まれたトランスオクシア
ナに位置し、オアシスがザラフシャン川下流域に広
がっている。ブハラは古くからシルクロード交易の
要衝の地であり、交易を担ったソグド商人たちの地
としても有名である。イスラーム化されると、9 世
紀後半からイラン・イスラーム文化が花開き、13
世紀のモンゴル襲来まで学問と文化の中心地として
繁栄した。
　ロッコ・ランテ博士が率いるフランスとウズベキ
スタンのブハラ・オアシス考古調査団 The Franco-
Uzbek Archaeological Mission in the Oasis of  
Bukhara（以下、MAFOUB）は、ブハラ・オアシ
スで 2009 年から発掘調査を実施している。同オア
シス内のパイケンド遺跡やブハラ遺跡など複数の遺
跡で発掘調査を行い、ブハラ・オアシスの人口動態、
都市の成り立ち、イラン・ホラーサーン文化との影
響関係などの研究を進めている。
　ガラスについては、2016 年から年代学、様式学
などの考古学的アプローチに加え、文化財科学の手
法を取り入れながら、調査を進めている。これまで
に約 700 点のガラス容器、原料塊などの製造関連遺
物を登録した 1。その調査成果の詳細は、『The 
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Oasis of Bukhara』 の 第 3 巻 に あ た る Material 
Culture, Socio-territorial Features, Archaeozoology 
and Archaeometry2 に収録されている。
　
２．調査内容
ブハラ・オアシス出土のガラス
　MAFOUB は、2017 年からブハラ旧市街にある
アルク城内のシタデル（城塞）と城の隣に位置する

シャフリスタン（市街地）からなるブハラ遺跡の発
掘調査を行っている。
　2023 年度からはシャフリスタン、D 地区の発掘
が開始された。第 1 層が 12 世紀以降、カラハン朝
末期（2023 年調査）にあたる。第 1 層と 2 層の間
に人骨が出土していることからネクロポリス（墓地）
が存在した可能性があり、居住地は一度放棄された
ようである。第２層は 11 世紀～ 12 世紀、第 3 層は

図 2　D地区の向いはカラーンモスク（竹田撮影）図 1　ブラハ遺跡D地区の全景（MAFOUB提供）
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9 世紀～ 10 世紀、サーマン朝期に相当する。
　2024 年は第 2 層を中心に発掘調査が行われ、瓶、
ビーカー、壺、ゴブレットの生活容器と窓ガラスが
出土した。このうち、装飾ガラス片と器形の復元が
可能である破片を 23 点登録し、素材、器形、装飾
別に詳細な分類を行い、実測図と写真撮影を行った。
　出土遺物の中で特徴的なガラス容器を以下に紹介
する。
　紐装飾が施されたゴブレットが 2 点出土した。
BBG280（図 3 － 1、図 4 － 5）は無色透明で、口
縁部片、胴部片、脚部片から成る。容器は円錐形で、
容器と脚の比率はおおよそ 3：1 である。容器胴部
にはらせん状の紐装飾、容器底部に細い紐を何重に
も巻き付けた円盤状の紐装飾が施されている。
BBG281（図３－ 2）は、銀化が激しいが無色透明
の素材であると考えられる。容器底部と脚部が出土
しているが、円盤状の装飾が見られることから
BBG280 と同様の器形であると想定できる。
　類似するゴブレットは、カザフスタンのオタール

（Otar）、タラズ（Taraz）、タジキスタンのペンジ
ケ ン ト（Penjikent）， ウ ズ ベ キ ス タ ン の ク ヴ ァ

（Kuva）など中央アジア各地から出土している 3。
クヴァ遺跡のゴミ溜め層からは、類似するゴブレッ
トが数点出土しており、層位と陶磁器などの共伴関
係から 11 世紀ごろに製造されたと考えられている。
中央アジアでは 10 世紀以降、円盤型の装飾を容器
下部に施すなど独特の器形をしたゴブレットが製
造、流通するようになった。D 地区から出土したゴ
ブレットも、中央アジア特有の器形と装飾が施され
ており、層位、共伴する陶器やコインから 11 世紀
以降に製造された可能性が高い 4。
　ゴミ溜め層と考えられるピット US842 からは 2
つの大型瓶が出土した。BBG 283 は、淡緑色、気
泡が多い素材から在地産であると考えられる。首部
には幅広の波状の紐装飾が施されている（図 3 － 3、
図 4 － 10）。 口縁から肩部にかけて、非常に厚み
がある。口縁は、冷却後に吹き管から切り離された

だけで、焼き直しなどの処理は行われていない。
　BBG284 は盤口型の口縁を持ち、肩部が張り出し
た円筒形の胴部を持つ瓶で、高さは 20㎝超と推定
される。淡青緑の素材で気泡が多く、在地産である
と考えられる（図 3 － 3、図 4 － 9）。このような瓶
はイスラーム文化圏を通して一般的な器形であり、
各地の遺跡で出土事例が多いが、時代が下るにした
がって大型化したものが見られるようになる 5。
　カット装飾ガラスは３点出土した（図 4 － 1 ～ 3）。
BBG279（図 4 － 2）は小瓶の肩部と想定される。
BBG271 は（図 4 － 1） 胴部片であるが、その形状
から球状の胴部をもつ瓶と考えられる。カット装飾
が施されたガラス片はいずれも無色透明で高品質の
素材であることからイラン地域から輸入された可能
性が高い。
　リブ状の型装飾は、2 点出土した。BBG278（図
4 － 4）は、ビーカーと想定される。類似品がタシ
ケント近郊のカヴァルドン（Kavardon）遺跡から
報告されている 。リブ状の型装飾ガラスはブハラ・
オアシスでは一般的な装飾技法の１つであり、10
世紀～ 11 世紀の中央アジアの多くの遺跡で確認す
ることができる。その他、日常の食器類である碗、壺、
瓶、水注の把手に加え、窓ガラス（図 5 － 13）な
どが出土した。窓ガラスはブハラ・オアシス内のす
べての遺跡から出土している。厚みが 1 ミリ程度で、
円形であることから輸送に適しておらず、在地産と
考えられる。
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図 3　ブラハ遺跡Ｄ地区出土のガラス（細川撮影）
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図 4　ブラハ遺跡Ｄ地区出土のガラス（細川作成）
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カフィル・カラ遺跡出土のガラス
　カフィル・カラ遺跡は、サマルカンド市内のアフ
ラシアブから南東へ 10㎞のあたりに位置する。
2013 年度から日本・ウズベキスタンの共同調査隊
がイスラーム以前の中央アジアの歴史と文化、およ
びシルクロード交流の実態解明を目的としてカフィ
ル・カラ遺跡などの発掘調査を継続的に実施してい
る。
　カフィル・カラ遺跡は、小高い丘上に 75㎞× 75
㎞のほぼ正方形のシタデル（城塞）があり、その周
りにシャフリスタンとラバドという居住区が構成さ
れ、総面積は 16ha である（図 5）。2017 年にはシ
タデル最奥部の部屋からゾロアスター教の女神ナナ
を中心に、シルクロードの様々な楽器を持った礼拝
者たちが表された木彫り板が炭化した状態で発見さ
れている。このような完全な形で発見された例は、
ウズベキスタン国内のみならず中央アジア全体にお
いても初めてのことだった 6。
　ガラスはこの遺跡のシタデル地区とシャフリスタ
ン地区から出土した。ブハラ・オアシスの各遺跡か
ら出土したガラス器との比較を行うために、2023
年 9 月に、カフィル・カラ遺跡をはじめとするサマ
ルカンド市内から出土したガラス 42 点について現
地調査を行った。多くはガラス器片で、初期イスラー
ム時代の装飾である紐、つまみ、型、ピンサーといっ

た技法が施されている。
　特に注目されるガラスは以下の 2 点である。1 点
は、シタデルから出土した、太い紐装飾の上にスタ
ンプで文様が付けられたガラス片である。同様の破
片がブハラ・オアシスのパイケンド遺跡で 796 年の
火災層下部から出土している。これら２つの破片は、
ダルヴェルジン・テパで出土した人面が貼り付けら
れた紐装飾瓶と同様の装飾技法が用いられている 7。
ロサンゼルス美術館（LACMA）にも類似の人面瓶
が所蔵されており、いずれの容器もイスラーム初期
の（7-8 世紀）製造と考えられている。もう 1 点は、
シャフリスタンのトレンチ 9 から出土した濃い青緑
色の紐装飾が施された淡青緑色のゴブレットである

（図 6）。口縁部から胴部の一部は欠けており、残存
高約 6cm である。杯の周りには紐装飾で U の形が
施され、脚の土台部分にはハサミのようなもので切
り込みがされている。ゴブレットは、ビザンツ時代
に盛んに製造され、初期イスラーム時代においても
前時代の伝統的な特徴を持つゴブレットが出土する
が、アッバース朝からファーティマ朝期にかけて出
土量は減少していく 8。上記のゴブレットは、器形
と装飾等から、在地産ではなく、東地中海地域で製
作され、アラブ軍が侵攻した際にもたらされたと考
えられる。

図 5　カフィル・カラ遺跡のシタデル（撮影：竹田）
図 6　ゴブレット（日本・ウズベキスタン共同調査隊

の許可を得て竹田撮影）
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くが破片であるため、容器の大きさとポンテ竿の直
径の関連性はわからないが、ポンテ痕の直径は、約
1㎝～ 2㎝である。
　ノーマルポンテ痕は、形が丸くなるほか、竿のガ
ラスがうまく外せた場合は底部の中央はなめらかな
窪みとなる（図 7）。リングポンテはきれいなリン
グ状の形（図 8 ａ）になっているものや、反対にガ
ラスをつけすぎたために崩れた形になっているもの
もある（図 8 ｂ，ｃ）。リングポンテで注目したい
のは、痕の中心に金属物が付着していることである。
共同研究者である東京学芸大学准教授の新免歳靖氏
が実施した化学分析では、この金属物は鉄によるも
のという結果であったが、なぜ鉄が付着しているか
は不明である。
・考察
　リングポンテ痕が独特の形状をしていることか
ら、特殊な器具、あるいはガラスの共竿を使用した
のではないかと、様々な可能性を共同研究者たちと
議論してきた。しかし、ローマガラス史研究者の島
田守氏の論文 10 によると、古代のガラス容器には
環状のポンテ痕が残されており、ポンテ竿の代わり
に吹き竿を使用していたと考えられているという。
環状のポンテ痕の初見は初期ローマ時代の 45 年以
前に見られ、1 世紀後半になって棒状のポンテ痕の
使用が見られる。また、中東各地のガラス窯を見学

　この調査では、カフィル・カラなど周辺からの遺
跡から、紐やつまみ装飾などパイケンド遺跡出土ガ
ラスと同じく初期イスラーム時代のガラスが出土し
ており、ブハラ・オアシス以外のオアシスにもガラ
スが流通していたことを確認できた。

底部ポンテ痕の観察と考察
　出土するガラス器外面の底部のほとんどに必ず円
形で窪んだ、あるいは出べそのような痕が付いてお
り、これをポンテ痕と呼んでいる。吹き技法では、
熱したガラスを吹き竿の先端に取って膨らませた後
に口縁部の処理や装飾を施すために、膨らんだガラ
スを吹き竿から切り離す必要がある。そのため、ポ
ンテ竿と呼ばれる金属製の長い丸棒の先端に少量の
ガラスをつけ、先ほどの膨らませたガラスに接着さ
せてガラス器をポンテ竿の方へ移しとる。その時に
容器底部の中央あたりにできる傷痕を、ポンテ痕と
称している。
　このポンテ痕の基本的な形状は円形である。竿の
先端についていたガラスが竿で押し付けられ、はみ
出すことで痕が丸い形となるものや（ノーマルポン
テ）や、真ん中に穴の開いた筒状やリング状になっ
たもの（リングポンテ）の 2 つに分類できる。また、
ポンテ痕を研磨してきれいに処理している例もあ
る。
　2009 年から開始されてきたブハラ・オアシス遺
跡のガラス調査においてパイケンド遺跡では、リン
グ状のポンテ痕が半数にみられた。通常のイスラー
ムガラスと比べると、このような現象は珍しく、こ
れは中央アジアで製造されるガラスの地域性を示す
特徴の一つとして注目されている 9。
・観察
　2023 年の調査では、ブハラ遺跡から出土した 51
点の底部片にポンテ痕が確認され、詳細な観察を
行った。内訳は、ノーマルポンテ 20 点、リングポ
ンテ 22 点、銀化などで不明が 3 点、欠損が 1 点、
研磨によってポンテ痕のないものが 5 点だった。多 図 7　ノーマルポンテ痕（竹田撮影）
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した際には、現代においてもレバノンやシリアでは
吹き竿をポンテ竿代わりに使用していたと報告し、
職人一人での作業の場合は、効率が良いのは吹き竿
を流用する方法だと考察している。このような事例
から、リングポンテ痕が吹き竿の流用によるもので
あった可能性は大きく、このポンテ痕が中央アジア
のガラスの特徴とは必ずしも言い切れないことがわ
かった。しかし、パイケンド遺跡出土のリングポン
テ痕の中には、その直径が 2.6㎝にもなる底部が存
在する（図 9）ため、遺跡ごとにポンテ竿の違いが
あることも考えられ、類似資料のさらなる詳細な観
察が必要である。
　ポンテ竿を流用することは、職人が一人でガラス
器製作を担っていた可能性があり、ポンテ痕の研究

が製造体制や技法の伝播についての解明につながる
と思われる。今回は時間的制約のため、ブハラ・オ
アシス出土のガラス底部をすべて観察することはで
きなかったが、今後は他の遺跡のガラス器底部を再
確認し、イスラーム時代にガラス製造が発展してい
たエジプト・フスタート遺跡の遺物も比較資料とし
て観察を行うことで、イスラーム時代におけるポン
テ竿流用の地域的広がりについて考察を深めたい 11。

３．今後の研究について
　今回の調査では、ブハラ・オアシス遺跡だけなく
中央アジアでも主要な地域を巡り、ガラスの出土事
例を収集できたことは大きな成果であった。ガラス
遺物は報告書や論文で記述されているが写真や実測
図が掲載されるものが少ないので、実際に目にする
ことでより詳細な情報を得ることができた。
　今後の研究としては、ブハラ・オアシス遺跡の発
掘調査に参加して出土事例を整理・蓄積するととも
に、引き続き他地域で出土したガラス遺物のデータ
をより多く収集し、中央アジアにおけるガラスの共
通性・地域性などを分析していくことを予定してい
る。

図 9　パイケンド遺跡のリングポンテ痕（竹田撮影）

ａ ｃ

図 8　リングポンテ痕（竹田撮影）

ｂ
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註
１）� ガラスについては、胴部の無装飾小片は考古学

的な情報に乏しく、器形や年代などを推測する
ことが困難である。そのため、図化できる破片
および装飾が施された破片のみを登録し、これ
らの考古学的情報を用いて年代や製造地などを
推定している。

２）�Rante (ed.)2024. The Oasis of Bukhara. Vol. 3: 
Material Culture, Socio-territorial Features, 
Archaeozoology and Archaeometry. Brill: 
Leiden-Boston.

３）�出 土 事 例： ペ ン ジ ケ ン ト Aminov, F., 2020. 
Fig.3-1and 3-2, p.109; タラズ , Doshanova, T., 
2009. Pic.1-2 and 3-4, pp.160-162; ク ヴ ァ , 
Mirzaakhmedov, D., 2011. Illust. XVI-1-4 and 
XVII-1-4, p.141 and Ivanov, G., 2003. Fig.8, 
p.212.

４）�Mirzaakhmedov, D., 2011. pp.102-103.
５）�出土事例：クヴァ , Mirzaakhmedov, D., 2011. 

Illust. XVII 7, p.141; タ ラ ズ , Doshanova, T., 
2009. Picture 3-13, p.162.

６）寺村編 2026. p.24.
７）�古代オリエント博物館とウズベキスタン芸術ア

カデミー付属の芸術科学研究所によるダルヴェ
ルジン・テパの発掘調査では、ほぼ完全なかた

ちをしたガラス瓶が出土している。胴部には人
面が貼り付けられ、それをとり周むように格子
文を伴った帯状の紐装飾が施されている。田辺、
掘 1999.

８）�Foy, D., 2000. pp. 152-155, Hadad, S., 2005, p.28, 
Hadad, S., 2008. p.172.

８）�真道著、桝屋監修 2020. p273.
10）�島田 2008. pp.30-34.
11）�2026 年 2 月に日本ガラス工芸学会主催の研究

会においてガラス井戸端会議「ポンテのあれこ
れ」というテーマでリングポンテ痕の復元実験
を実施した。実験の詳細と結果については別稿
に譲りたい。
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